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医療における核医学イメージングは、⽣体内部から外部へ向けて放出される放射線を検出し、その分布を

可視化することで、⾮侵襲的に体内の情報を得る重要な⼿法である。新たな核医学イメージング⼿法として
⾓度相関の計測を活⽤した磁場と R I を融合させるイメージング技術の開発を⾏っている。 
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1. 緒⾔ 

本研究では、本来 S P E C T など臨床的に利⽤される 111In の代わりに、⽐較的に⻑い中間状態を持つ 169Yb
を多光⼦核種として利⽤した。カスケード核種の崩壊状態における中間状態では、磁場や電場などの外場に
よる影響を受けるとガンマ線同⼠の放出⾓度に変化が発⽣する特性を利⽤して、静磁場の印加により、原⼦
核が⽣じるラーモア歳差運動をガンマ線⾓度相関の振動により⾒出す。また、そのガンマ線の⾓度相関の観
測情報から算出する周波数および予め把握されている磁場の強度情報を照合し、R I の分布情報が獲得でき
る。 
2.実験 

    
 

8×8 GAGG [Gd3(Al , Ga)5O12(Ce)] シンチレータ及び 8×8 MPPC (Multi Pixel Photon Counter 浜松ホトニク
ス製)を検出器として使⽤し、FPGA-DAQ によってチャンネル番号、エネルギー情報及び時間情報が読み出さ
れる。また、169Yb の持つコインシデンスイベントの⾓度相関を測定し、磁場を印加した際の時間的応答の変
化を定量化した。 

3. 結論 

  169Yb のエネルギースペクトルピークが観測した。また、これらのエネルギー信号を抽出して、時間差スペ
クトルからコインシデンスイベントを判断し、磁場の応答が観測した。将来的に、定量化した磁場関係を⽤
いて、R I 分布の画像再⽣をより⾼効率的に実現するのが期待できる。 
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